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基礎工事の際は申請図書の最終基礎図で施工を行うこと。

最終的な基礎図は地盤調査及び構造計算により決定する。

※本図は標準プランを想定した参考基礎図である。

参考図
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使用材料

長期許容支持力 qa = 30 kN/m
2

1）コンクリート

設計基準強度 Fc = 18 (N/mm )

品質基準強度 Fq = 18 (N/mm )

※調合管理強度は品質基準強度に構造体強度

2）鉄筋 SD295

調合管理強度 Fm = 18+mSn (N/mm )

2

2

2

補正値(mSn)を加えた値とする。

平均気温

ｍSn

※暑中期間におけるmSnは+6とする。

8≦θ

+3

0≦θ＜8

+6

・普通セメントの構造体強度補正値（mSn）特記なき限り下記による。

１.基礎天端は設計GL+350とする。

２.基礎下端は設計GL-250とする。

（見下げ図）
基礎伏図

３. はアンカーボルトを示す。

4.特記なき はアンカーボルト芯を示す。

5.特記なき は基礎面を示す。
* 地盤に高低差がある場合現場監督者に確認のこと。

レベル精度 2mm以内

アンカーピッチ精度 4mm以内

対角精度 ±3mm
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特記なき限り下記による。

１. は、鉄筋 D10 を示す。

２. は、鉄筋 D13 を示す。

３. は、鉄筋 D16 を示す。

基礎工事の際は申請図書の最終基礎図で施工を行うこと。

最終的な基礎図は地盤調査及び構造計算により決定する。

※本図は標準プランを想定した参考基礎図である。

参考図

床下開口補強筋詳細

開口横補強筋2-D13

開口斜め補強筋１-D10
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ねずみ侵入防止柵設置
※通り芯よりも室内側に設置すること。

8070

Y1

X1

開口位置詳細図

開口面積300cm 以上

（L×H≧300cm ）

高さHは155mm以内とする。

D13(上端筋)

D10@300

D10

D13+2-D10(下端筋)

D10@300(補強筋)

2-D13(上端主筋)

2-D13(下端主筋)

埋め戻しレベル

D13(下端筋)

D13(上端筋)

D10@300

D10

施工上必要な場合は、

基礎コンクリートを打設する。

（配筋不要）

10̃20

10
̃
20

基礎

拡大
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は面取り箇所を示す。

Xm

各基礎のコーナー部は

拡大
Ym

縦方向も面取りを行う。

全箇所共通とする。建物外周部は面取りを行うこと。

は縦の面取りを示す。

アンカー芯

埋め戻しレベル 埋め戻しレベル
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ステップ用土間コンクリート

設計GL

最終的な地盤仕上げレベルが、

ステップ底+30ｍｍ～50ｍｍ程度

確保できない場合は土間コン

クリート下端を下げること。

5φ以上-150□差し筋@300

角部は面取りを行う。（下段も同様）

縦方向も同様に面取りを行うこと。

面取り寸法は本体基礎と共通とする。

側面イメージ
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特記なき限り下記による。

１. は、鉄筋 D10 を示す。

２. は、鉄筋 D13 を示す。

３. は、鉄筋 D16 を示す。

基礎工事の際は申請図書の最終基礎図で施工を行うこと。

最終的な基礎図は地盤調査及び構造計算により決定する。

※本図は標準プランを想定した参考基礎図である。

参考図
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